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新年のご挨拶

東 村山福祉園だより

号 さ 東京都社会福祉事業団

園 長 山縣 茂畢

曲 6牟 新 しい聳がスター 卜しま した。薦 蜻 の韻 、被 の韻 笈び箇徐署の蘭 、暮

もどうぞよろ しくお願いいた します。

まず初めに、元旦に発生 しま した令和 6 年能登半島地震で被災された皆様に 心 よ りお見舞い

申 し上げます。

さて昨年は、新施設への引越という大イベン トも無事 終 了 し、その後子どもたらは 新 しい

生活環 境 の中で苗日元気に過 ごしております。
M がっ と耳り う 窄とひが しむらやま . 監 ち,¦/ ) <  なさま まね 」  l

園では 1 0 月(こ儘 の希望の! s東 村 山と合同で、地域の皆様を手召いた 「オータムフェステ ィバ

ル 2 0 2 3 」を4 年ぶ り(こ開雀 しま した。当日は、キ ッチンカーや 出 居 、ステージ澄奏などの

答撞書 しに当園の字どもたらを警め、箋 くの鶴覆に碗 していただいき、たくさんの籍 に命

れることができま した。 これを励みに、 職 員が一丸とな って、 これか らも地域の皆様と子ども

たらが交 流できる楽 しい企画を実施 してまいりたいと 考 えております。

ま ま 、 こ う した 新 た な 養賣 で 繋 しい 条画 が 離 で き た の も 、 麗命 こわ た る 協 %設

建物建築工事及び 引越後 の仮設建物の取 り廉 し工事 に ご理解 とご 協 力 をいただ いた地域の

皆襟及び関係者の皆様のおかげと 心 より感謝 しております。

今年は、 1 0 月末完成を目途(こ、仮設建物取 り し後の跡福にグラン ドを整備する予定です。

工事期 間 中 は、引き続き近隣住 民の皆襟には騒音 ・振動等で ご不便、ご迷惑をおかけ して しま

い大迷單 し韻 ございませんが、 ご控解とご篇 5笑 を筒翠よろ しくお願い申 しそげます。
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うたのおねえさんが登 場 !! 冬イベン ト開催 しました

1 月 5 日に今年最初の園内のミニイベン トを開催 しま した。 このイベン トでは 20 16年から

2022年までの6 年間NHK 「おかあさんといっしょ」で 「歌のおねえさん」を務め られた小野あ

っこさんをお礎 してミニコンサー トを 行 いま した。
とう じつ 小 かい じ心  み z£ . しスくいん こ 、 て づ く り うし/ よく H どC

当日は、園のホールをコンサー ト会 場 に見立て、愉 員 と子どもたらで手作 りの舞 ! ¢ を旅 しま

した。「あっこおねえさん ようこそ」と割!迎を掲げ、新 春 らしい雰囲気づくりに取 り組みま した。



コンサー トの強首では 「こぶたぬきつね こ」「おべんとうばこのうた」などの聳麟や、おかあ

さんといっしょでおな じみの 名 曲、「どんないろかすき」や 「ドンスカパンパ ン応援団」「きみイ

□J な ど全 1 1 曲 を披露 していただきま
しTCo

あっこおねえさん世代の子どもたらは

矢麗 け上が りで、ジャンプ した り¥着を

億 らした り希至 した りと籍 も員 られま
しZCo

また、付き添 った酷 員 も自直が体験 し

てきた時代のうたのおねえさんの記憶 と、
あ っ こおね え さ ん のパ フ ォーマ ンス を

重ねなが らステ ージを楽 しむことがで き
ま した0

公演 中、振付を完全コピーで踊 り楽 しんでいた様子に、あつこおねえさんが気付かれステージ

か ら置 接 声 を掛けていただくこともありま した。会 場 が一体とな り誰もが楽 しめる感動のステ
ージで した。

運管担当が絵 了 後 にごあいさつ(こ伺 った ところ、あっこおねえさんか らは 「完ギコピーで

振付を賣 えて もらっていてとてもうれ しか った」「一日たの しく取 り組めま した」とのお言葉を

T! きま した。

また、 当日はイベ ン トの一環で子 どもたらの リクエ ス トを基 に、

手作 りのプ リンパフ ェとフライ ドポテ トがおやっ と して 提 供 され、

新年を祝いながら素敵な音楽 と特別なおやつを楽 しむ一日とな りま し
た。

小野あっこさんにいただいたサイン色紙は園大口付近に大切に萌 っ

ています。 ご策箇いただいた麒はぜひご覽にな ってください。
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ユニ ッ トでは、子どもたらが

• カラオケ大会 • ケーム大会 ・

して、クリスマス会を

各ユニットでクリスマス会を開催 しました

1 2 月 の後半の 週 末 を 中 心 に、 各ユニ ッ ト主植 の花年

恒例、クリスマス会を開催 しま した。

今年は、 2 5 日が 終 業 式 で下校が早い時間だ ったので、

ク リスマス当日に開復するユニ ッ トもありま した。本来

であれば多くの方をお招き して、盛大に行いたいところ

ではありますが、感染防止の観点から、今回もユニ ッ ト

ことの開植となりま した。• 一’ � �

映画鑑 賀 ・

続芝居 ・パネルシアター ・愉 員楽器濾奏奪を企画 し、喊 員 も参加

盛 り上けま した。そ して、クリスマス会のもう一つの楽 しみである食事も、ユニ ッ トことに子

どもたらの好きな食べ物 ( フライ ドチキン ・クリスマスケーキ ・ドーナツ ・・などなど) を

暈催 し、みんなで資蕾を繋 しみま した。笑の論めくくりには、サンタさん野 償 。プ レゼン トを



もらいま した。謹 していたもの ( 城嘗 が径わ りに鎖んでおきま した) をもらい、とても禮 し

そう匕 している 姿 が印象 的で した。来年もまた、サンタさん(こ套えるよう、元気に過ご しま
しよう。

令和5 年度園内事例研 究 発 表 会 を開催 しました !

東 村 山福祉園では例年各部署による事例研 究 を持ら寄 り、園内事例研 究 発 奏 会 を開崔 して

おります。今年度は、新施設への引越後初の事例研 究 発 羨 会 とな りま した。

1 事例につき 1 5 分の 発 表 を6 初署が 行 いま した。弓奇度行動 障 害 や自閉症スペク トラムな

どの 憶 害特性に関する趙 の考察や検 証、コンサルテーシ ョン事禦の活用や多職種建携による

支援の 向 上 など、様々な事例について 発 表 が行われま した。全事例発表後、審査結果を受けて

山縣 園 長 よ り 衰 彰 が行われま した。事例研 究 発 表 を通 して、笑顔あふれる、 こころが通 う

策就 W 遍 を醜 して縫 芳の同笑 に藝めてまいります。

彫 三 司 切J 名 -K rafi EZ  * "合 融 >



東京都福祉保健医療学会で発 表 を 行 いました

12月2 1日(こ行われた東京都福祉保健医療学会で、 東 村 山福祉園のさくらユニ ッ トがポスタ

一発 表 を行いま した。

w w 龍 は、ゲーム櫓への澹 等が離 で、 することとな った、新離

薦の 「ゲ ーム橇で鏡びたい ! 」 とい う患いを詳 えるために、’犬報 箭 のゲ ーム痛旅 の羅 を

繰 り返さないように方聚を考え、支援を構築 していったという研 究事例の 発 表 で した。

支擬 の重米である、アセスメン トを 行 い、本人の持 っている殖みを活か し、 トランジシ ョン

や トークンシステム奪の叟 ! 期 給¢ 、房える の相賢 化

など利用者襟が理解できるような旅 体制、喊 員 間の斬底 し

た統一支援を構築 した結果、その利用者襟は 日 常生活のーコ

マと して依存することなくゲーム機を楽 しめる時間が持てる
ようにな りま した。

今回の取 り組みを通 して、利用者様の思いを汲み取 り、ど

うすれば叶えられるのかを脇 員 間で話 し合い、具体陶 こ題 !

に取 り組む愉 員 の姿勢の大切さや麦誕 の基栄 を徹底する こ

との重 要 性 を伝えることができま した。

これか らもよ り利用者禄の暮らしがよ り良 くなるよ うに

襟々な支援に取 り組んでいきたいと思います。

n 」q 」口」» 」ふ」e ふ」 m 」q」m  q」の

壁面製作で季節を感 じています
のびのびたいむでは、冬の壁面製作を しま した。絵の具やシールを

使 ってオーナメン トをたくさん作 り、クリスマスツリーをイメージして

可愛く飾 り付け しま した。箸だるまの塵面は、子どもたらが自由に目や

口を描いた り貼 った りしてくれて、個性菖かな

雪だるまがたくさん出束ま した。寒い日が

就きますが、譬の詩 れ を貧 しみに しつつ、字どもたらはi 'i r cMに

i f んでいます。ご菜箇の蔭は字どもたらが祈 った花爵をぜひご賢にな
ってください。


